
いちごドリルプリント

日本の自然・防災 名前

問1 日本の各地で見られる気候の特色について述べた文として、和歌山県新宮市のような太平洋側の気候と、島根県出雲市のような日本海側の気候
の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2024年 埼玉県公立入試 類似）

1. 冬に北西の季節風の影響で雪が多
く降る地域 － 1年を通じて降水量の
変化が少なく安定している地域

2. 夏と冬の気温差が激しく年間降水
量が少ない地域 －
冬に乾燥した晴天の日が続く地域

3. 夏から秋にかけて台風や梅雨の影
響で降水量が非常に多い地域 － 冬に
北西の季節風の影響で雪や雨の降水
量が多くなる地域

4. 年間を通じて降水量が極めて少な
く温暖な地域 － 夏に南東の季節風の
影響で降水量が集中する地域

問2 冬の時期、日本海側の地域で雪や雨による降水量が多くなる仕組みを説明した文として、正しいものはどれですか。 （2024年 愛媛県公立入試 類似）

1. 中央の山地を越えて吹き降りる乾
燥した風が、日本海側の海域で急激
に冷やされるため

2. 北西からの冷たい季節風が日本海
を渡る際に水蒸気を含み、山脈にぶ
つかって上昇するため

3. 小笠原気圧配置の影響により、南
東からの湿った季節風が日本海側に
流れ込むため

4. 北東から吹く湿った風が山脈を越
え、日本海側で冷やされて雨を降ら
せるため

問3 静岡県など太平洋側の地域において、6月から9月にかけての降水量が一年の中で特に多くなる主な要因は何ですか。 （2025年 青森県公立入試 類似）

1. 内陸の盆地地形により熱がこもり
やすく上昇気流が発生するため

2. 寒流の影響で発生した霧が内陸部
に流れ込むため

3. 太平洋から吹く暖かく湿った南東
の季節風が山地にぶつかるため

4. 日本海から吹く冷たく湿った北西
の季節風が山地にぶつかるため

問4 河川が山間部から平野や盆地に出る際、流れが緩やかになることで運ばれてきた砂や礫（小石）が堆積して作られた、扇のような形をした地形
を何といいますか。 （2024年 徳島県公立入試 類似）

1. 台地 2. 扇状地 3. 三角州 4. カルデラ

問5 山間部を流れる河川が平地や盆地に出る際、流れが緩やかになることで運搬してきた土砂が堆積して形成される、扇のような形をした地形を何
といいますか。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 台地 2. 三角州 3. 氾濫原 4. 扇状地

問6 新潟県から静岡県付近にかけて本州の中央部を南北に縦断し、東日本と西日本の地質構造の大きな境界となっている巨大な溝状の地形を何とい
いますか。 （2015年 佐賀県公立入試 類似）

1. 日本アルプス 2. 環太平洋造山帯 3. フォッサマグナ（大地溝帯） 4. 中央構造線

問7 国土地理院が発行する2万5千分の1地形図において、小学校、中学校、高等学校などの教育機関の場所を示すために使われる地図記号は、どのよ
うなデザインで表現されますか。 （2021年 福島県公立入試 類似）

1. 丸の中に旗が立っている形 2. 家の中に杖（つえ）が描かれた形 3. 開いた本を横から見た形 4. 漢字の「文」を丸で囲んだ形

問8 日本の気候に適応した人々の生活の工夫について、山形県に見られる「階段が設置され床面が高くなっている電話ボックス」の説明として、地
域の自然環境と関連付けて述べたものを選びなさい。 （2016年 和歌山県公立入試 類似）

1. 台風の通り道となる地域において
、高潮による冠水から施設を守るた
めの工夫である

2. 季節風が強い地域において、風に
よる建物の転倒を防止するための工
夫である

3. 火山灰が降り積もる地域において
、灰が室内に侵入するのを防ぐため
の工夫である

4. 冬に大量の積雪がある地域におい
て、雪に埋もれずに出入り口を確保
するための工夫である

問9 静岡県島田市付近の、大井川が山間部から平野へと流れ出る場所に見られる地形について、その成り立ちと土地利用の関係を説明したものとし
て最も適切なものはどれですか。なお、この地域には台地状の地形が広がり、地図上には茶畑の記号が多く記載されています。 （2025年

京都府公立入試 類似）

1. 火山灰が厚く堆積して形成されて
おり、酸性の土壌を好む茶の栽培に
利用されている。

2. 河口付近に細かい泥が堆積して形
成されており、水分が豊富なため広
葉樹林が広がっている。

3. 川の流れによって周囲が削られて
残った地形であり、浸水の心配がな
いため針葉樹林として利用されてい
る。

4. 河川が運んできた土砂が堆積して
形成されており、水はけが良いとい
う特性を活かして茶畑が作られてい
る。

問10 日本の冬の気候において、日本海側で雪や雨が多くなり、太平洋側で乾燥した晴天の日が多くなる現象には、季節風と地形が深く関わっていま
す。この仕組みを説明する空欄①・②にあてはまる語句の組み合わせとして正しいものを選びなさい。「冬になると、大陸から（ ①
）の季節風が吹き出す。この風が（ ② ）を渡る際に水分を含んで雪雲を作り、山地にぶつかることで日本海側に雪を降らせる。」 （2019年

千葉県公立入試 類似）

1. ① 南東 － ② 太平洋 2. ① 北東 － ② オホーツク海 3. ① 南西 － ② 日本海 4. ① 北西 － ② 日本海

問11 福井県敦賀市などの統計において、12月や1月の降水量が300mm前後に達し、夏場よりも顕著に多くなる気候の特色が見られる理由を説明した
ものとして、最も適切なものはどれですか。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 夏に発生した台風が冬の偏西風の
影響で日本海側へ進路を変え、湿っ
た空気を山脈へ運んでくるため

2. 小笠原気団から吹く暖かく湿った
季節風が、対馬海流の影響で雪雲を
発達させ、日本海側に停滞するため

3. シベリア側から吹く冷たく乾いた
季節風が、日本海を渡る際に水蒸気
を含み、山脈にぶつかって上昇する
ため

4. 梅雨前線が日本海側に長く停滞し
、大陸からの冷たい空気とぶつかる
ことで大量の雪を降らせるため

問12 地形図から河川の流れる向きや上流・下流を判断する際、等高線と標高の関係について述べたものとして正しいものはどれですか。 （2020年

三重県公立入試 類似）

1. 等高線が示す標高の数値が大きい
地点ほど、河川の上流側に位置して
いる。

2. 河川は常に等高線に対して並行に
流れる性質を持っており、標高の変
化は関係ない。

3. 等高線の数値が示すのは森林の高
さであるため、河川の流向を判断す
る材料にはならない。

4. 等高線の密度が高い（間隔が狭い
）地点ほど、河川の最下流に近い平
地である。

問13 地形図上で「博物館」の地図記号が記されている地点において、その施設で行われていることが想定される活動として最も適切なものはどれで
すか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 遺構としての石垣や掘割の保存 2. 住民票の発行や税金の納付受付 3.
歴史的な資料や美術品の展示・公開

4.
一般市民への図書や雑誌の貸し出し


